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平成２６年度・冬季企画展                 

北陸最大級の横山古墳群 

－神奈備山
か ん な び や ま

古墳とその系譜
け い ふ

― 

あわら市郷土歴史資料館 

                          〈一般展示室 企画展示ケース〉 

 

横山古墳群は 300 余基を数えるとされる古墳総数はもとより、前方後円墳が多数含まれること

で、注目されてきました。その中で数少ない発掘調査例であり、かつ越前最後の大首長墓と目され

る神奈備山
か ん な び や ま

古墳の出土品を中心に、先代の大首長墓とされる椀
わん

貸山
かしやま

古墳などの他の横山古墳群中の

古墳からの採集品に加えて、比較資料として更に前代の大首長墓である永平寺町二本松山古墳出土

の埴輪
は に わ

も交えて、その系譜の一端に迫ろうとするものです。 

今回の展示を通して、横山古墳群に対しより一層理解が深まることで、その保存・活用の一助と

なれば幸いです。 

 

 

【越前の大首長墓の系譜】 

福井県北部にあたる越前における大首長墓の系譜は、中司照世氏によって編年が行われ、4世紀

中葉から 6世紀中葉の 9代に亘るとされ、その造営地域は、永平寺町（旧松岡町境）・坂井市丸岡

町、福井市北西部、永平寺町（旧松岡町）、あわら市（旧金津町・丸岡町境）へと変遷しています。 

最初の大首長墓と目される手
て

繰
ぐり

ヶ
が

城
じょう

山
やま

古墳は 4 世紀中葉頃に旧永平寺町と旧松岡町境の志比境

の標高 164.3ｍの山頂に、これまでとは隔絶した規模で築かれた全長 129ｍの前方後円墳です。 

続く 2代目・3代目の六
ろく

呂
ろ

瀬
せ

山
やま

1・3号墳は九頭
く ず

竜川
りゅうがわ

対岸の丸岡町上久米田の標高約 196ｍの山

頂に相次いで接するように築造され、その規模は 4世紀末頃の 1号墳で全長 140ｍと越前最大とな

りますが、4世紀末～5世紀初頭頃の 3号墳は全長 90ｍと既に縮小化が始まっており、近畿地方な

どで 5世紀代に古墳の規模が最大となるのとは様相を異にします。 

また、4代目の免
めん

鳥
どり

長
なが

山
やま

古墳は、突如、日本海を望むことのできる福井市北西部の海岸線付近に

5 世紀初頭頃に出現した特異な造り出しを 2 箇所にもつ帆
ほ

立
たて

貝
がい

形
がた

を呈する全長 91ｍの古墳で、低

位丘陵頂部に立地し、これまでと地域はもとより墳形・立地の面でも大きく変化しています。 

5代目の泰
たい

遠
おん

寺
じ

山
やま

古墳は、削平を受けて現存しませんが、九頭竜川流域の旧松岡地域に戻り、初

めて平地に築かれた 5世紀中葉頃の全長 64ｍの帆立貝形古墳です。 

6 代目の石
いし

舟
ふな

山
やま

古墳は、全長 79ｍの前方後円墳ですが、泰遠寺山古墳と同地域、ほぼ同時期な

がらもこれまでよりも更に高所の標高 257.8ｍの山頂に築造されています。続く 7代目の二本松山

古墳も、最高地点の標高 273.1ｍの山頂に築かれた 5世紀末頃の全長 89ｍの前方後円墳です。 

これら初代から 7 代までの大首長墓のうち、手繰ケ城山古墳と六呂瀬山古墳を除く 5 基は、埋

葬施設として福井市の足羽山
あすわやま

周辺で産出する緑色凝灰岩である笏
しゃく

谷
だに

石
いし

製と思われる舟形
ふながた

石棺
せっかん

（六



 

呂瀬山 1 号墳は破片のため形状不明）が納められているのが大きな特色です。当時それぞれ 1 ト

ン以上もある棺身と蓋の両方を標高 160ｍ～273.1ｍの山頂まで運んだ労力たるや、大変なもので

あったことが想定されます。特に最高所にある二本松山古墳には舟形石棺が 2基あるようです。 

この後、越前の大首長墓は地域を移し、坂井市丸岡町とあわら市の境に位置する横山古墳群中の

8代目の6世紀初頭頃の椀貸山古墳、9代目で6世紀中葉頃の神奈備山古墳へと継承されましたが、

埋葬施設は舟形石棺から石
いし

屋形
や か た

を備えた横穴式石室へと変化して終焉
しゅうえん

を迎えました。 

 

越前の歴代大首長墓の位置図（図中の番号は下表と連動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

二本松山古墳 

永平寺町の九頭竜川を望む二本松山丘陵の山頂に位置し、その頂上には 273.10ｍの三角点があ

ります。江戸時代の享保年間（1716～）の盗掘時に石棺の中から副葬品
ふくそうひん

が持ち出されて売却され

たことが記録に残されています。この石棺（第 1号石棺）が明治 13年（1880）に再発掘された際

の略測図が残されていますが、舟形
ふながた

石棺
せっかん

で、石棺の大きさは縄
なわ

掛
かけ

突起
と っ き

を除き、長さ 287.7 ㎝、同幅

115.5 ㎝と考えられています。現在、副葬品は勾玉
まがたま

1個が残存するのみです。 

 明治 39 年（1906）、陸軍測量部が山頂に三角点を設置した際、別の石棺（第 2 号石棺）が発見

され、宮内省歴史部主任の高橋健自氏により調査が実施されました。舟形石棺で縄掛突起を除いて、

長さ 192.4㎝、同幅 76.4 ㎝と第 1号石棺よりもかなり小さなものです。副葬品として、鏡 1、鍍金
と き ん

冠
かん

1、鍍
と

銀
ぎん

冠
かん

1、管
くだ

玉
たま

4、鉄剣 1、鉄刀 3、鹿角
ろっかく

製刀
とう

装具
そ う ぐ

13、責
せめ

金具
か な ぐ

2が出土しています。 

 平成 14・15年度に旧松岡町教育委員会により、測量調査、発掘調査が実施されました。それに

よると、全長 89.0ｍ、後円部径 50.5ｍ、前方部長 38.5ｍ、前方部幅 26.0ｍ、後円部高 8.9ｍ、前

方部高 4.7ｍを測る 2段築
ちく

成
せい

の前方後円墳とのことです。 

外部施設としては、埴輪
は に わ

を有しており、墳丘裾部や段築
だんちく

間の平坦面で埴輪列も検出されています。

展示している円筒
えんとう

埴輪
は に わ

2点と朝顔形
あさがおがた

埴輪
は に わ

1点は、発掘調査のトレンチ内から横倒しの状態などで出

土したものを復元したものですが、朝顔形埴輪は接合しますが、離したまま展示しています。 

また、前方部東側に従属する古墳と思われる陪
ばい

塚
ちょう

、及び造り出し部も確認されています。 

 これらから、二本松山古墳は、同じ松岡古墳群中にある 5世紀中葉頃の石舟山古墳に続いて造ら

れた 5世紀末頃の越前の大首長墓と思われます。           

 

＜展示品＞                  

 ・二本松山古墳 （永平寺町教育委員会所蔵） 

   円筒
えんとう

埴輪
は に わ

    2（展番 1・2） 

   朝顔形
あさがおがた

埴輪
は に わ

  1（展番 3） 

二本松山古墳出土朝顔形埴輪・円筒埴輪 

 

 

【横山古墳群とは】 

坂井平野北東部のあわら市中川から瓜生を経て、一部が坂井市坪江地係にまでまたがる、国道 8

号線に面した通称「横山」の丘陵上にあります。数基は平地にありましたが、現存するのは椀
わん

貸山
かしやま

古墳
こ ふ ん

のみです。古墳の分布は丘陵頂部から坂井平野や竹田川に面した西側に偏在しています。 

1920 年の上田三平氏による『福井県史蹟
し せ き

勝地報告』第 1 冊では、越前では珍しく平地に立地し

ている椀貸山古墳を初め、多数の古墳がこの付近に分布していることを既に報告しています。 

次いで斎藤優氏が、前方後円墳 14基、円墳 100基余からなる大古墳群であることを紹介し、1955



 

年に神奈備山
か ん な び や ま

古墳
こ ふ ん

、1956・57年に 2、3基の円墳 

を発掘した成果を 1971年の「横山古墳群」『文化 

財調査報告』第 21集で報告されたことにより、 

前方後円墳を多数含む北陸有数の古墳群であると 

知られるようになりました。 

その後、福井県教育委員会により、1977年には 

神奈備山古墳の緊急確認調査が実施され、その成 

果と共に、横山古墳群が方墳・円墳・前方後円墳 

など総数 233基余りからなる北陸最大級の古墳群 

であることが 1978年の『重要遺跡緊急確認調査 

報告』Ⅰで報告されました。 

長年、現地踏査や研究をされてきた中司照世氏 

が 2001 年に「椀貸山・神奈備山両古墳と横山古墳群」『福井県立博物館紀要』第 8号に発表した      

論文により、現在の古墳総数は 301基以上、うち前方後円墳は 18基となっています。既に消滅し

ているものも含めると、元々は 310 基前後あったと推定されており、古墳の分布状況により、南

部・中央部・北部の 3 群に分け、それぞれ、「坪江支群」「瓜生
うりゅう

支群」「中川支群」と呼ぶことを提

唱されています。 

坪江支群中の椀貸山古墳と神奈備山古墳は、それぞれが築造された時代、横山古墳群中は元より、

越前の他の地域の古墳と比較しても規模や外部施設、内部施設等が優れていることから、2代に渡

る越前の大首長墓と考えられています。そのため、継体天皇と関連させて語られることも多く、椀

貸山古墳については、継体天皇の皇子の「椀子
ま ろ こ

皇子
み こ

」の墓との伝承も地元には残されています。 

 

 

椀貸山古墳 

越前で最初に発見された前方後円墳で上田三平氏によって周
しゅう

濠
ごう

を有する古墳として紹介され、

その後、横穴式石室をもち、石室内に石
いし

屋形
や か た

があることが明らかにされています。 

この古墳は、坂井市丸岡町坪江にある前方部を北北西に向けた前方後円墳で、標高約 16ｍの山

麓部の平地に立地します。越前では、幅 12ｍ余の馬
ば

蹄形
ていけい

の周濠をもつことが確実な唯一の古墳で

す。しかし、周濠は工場敷地として完全に埋め立てられ、石室も現在は埋め戻されています。墳丘

は、2段築
ちく

成
せい

とされ、ほとんど盛土
もりつち

によって造られたと考えられています。墳丘斜面に円
えん

礫
れき

の葺
ふき

石
いし

が施されていたと考えられており、埴輪
は に わ

片も採集されています。現状の古墳の規模は全長 42ｍ、

後円部径 28.2ｍ、同高 5.7ｍ、前方部長 21ｍ、同幅 24.3ｍを測ります。 

埋葬施設は、後円部中央からくびれ部に向かって開口する片
かた

袖式
そでしき

の横穴式石室で、奥壁
おくへき

に沿って

左右の立柱状の石に屋根となる石材を載せた石屋形があり、その石材には赤色
せきしょく

顔料
がんりょう

が塗布されて

いたようです。かつて石室の天井
てんじょう

石
せき

が落下した際、石室内から須恵器片が採集されています。 

永平寺町の 5世紀末の二本松山古墳に続いて築造された 6世紀前葉頃の越前の大首長墓とされ、

これ以前とは造営地域が大きく異なることから、継体天皇との関わりでよく論じられます。 

 

横山古墳群周辺の航空写真（西方より） 

(福井県教育委員会画像提供) 

fuku 



 

＜展示品＞ 

・椀貸山古墳 （福井県教育委員会所蔵） 

   須恵器
す え き

片   6（器台片）・（展番 14） 

 

 

坪江 2号墳 

椀貸山古墳同様、坂井市丸岡町坪江の山麓の平地にありました。上田三平氏の 1920年の報告に

よると、椀貸山古墳の北東約 30.6ｍにあり、全長 26.1ｍ、高さ 3ｍを測る前方後円墳で、後円頂

部に石室の一端の大石が露出し、その立地から椀貸山古墳の陪
ばい

塚
ちょう

であろうと紹介されました。 

造成や埋め立てにより消滅していますが、椀貸山古墳の前方部端からほど近く、主軸をほぼ同じ

くする前方後円墳であることから、やはり陪塚と考えられており、椀貸山 2号墳とも呼ばれます。 

また、工場建屋の増築に伴い、丸岡町教育委員会が確認調査を実施した際、周
しゅう

濠
ごう

が確認され、埴輪
は に わ

も検出されていますが、段築
だんちく

や葺
ふき

石
いし

の存在は未確認で、存在しなかった可能性が高そうです。 

後円部にあった石室が破壊された際に、その中から須恵器
す え き

（器
き

台
だい

・長頸
ちょうけい

壺
つぼ

（展番 5・8）・高坏
たかつき

（展

番 7）など約 40個体）と土師器
は じ き

（壺
つぼ

（展番 9））、金
こん

銅製
どうせい

の杏
ぎょう

葉
よう

や木
もく

心
しん

鉄
てっ

板張
ぱんばり

輪
わ

鐙
あぶみ

（展番 13）な

どの馬具、鉄刀などの武器が発見されており、椀貸山古墳とほぼ同じ時期、6世紀前葉頃に築造さ

れたものと思われます。 

 

＜展示品＞ 

・坪江２号墳 （福井県立歴史博物館所蔵） 

   馬具片    4（木
もく

芯
しん

鉄
てっ

板張
ぱんばり

輪
わ

鐙
あぶみ

1（展番 13）、 

他 3点（展番 11、12））      

   須恵器    4（長頸
ちょうけい

壺
つぼ

2（展番 5、8）、 

短頸
たんけい

壺
つぼ

1（展番 6）、高坏
たかつき

1（展番 7））   

   土師器    2（長頸
ちょうけい

壺
つぼ

1（展番 9）、椀 1（展番 10））    

 

 

中川 65号墳 

横山古墳群の中川支群中の低丘陵上の尾根上（標高約 49ｍ）に立地する前方後円墳で、中川奥

1号墳とも呼ばれます。古墳の規模は全長 47ｍ、後円部径 29ｍ、同高 7ｍ、くびれ部幅 13ｍ、前

方部長 24ｍ、同幅 41ｍ、同高 6.7ｍを測り、前方部先端をほぼ西側に向けています。 

墳丘は、2段築
ちく

成
せい

で、墳丘上に礫
れき

が存在することから、葺
ふき

石
いし

が施されていたと考えられています。

また、段築面のテラスからは、須恵質
す え し つ

と土師質
は じ し つ

の埴輪
は に わ

が検出されており、期間限定で展示している

円筒埴輪（展番 4）は後円部北側中段から採集された須恵質のものを復元したものです。 

なお、前方部先端南側から西に伸びる尾根には、65 号墳の陪塚と考えられる 1 辺 11ｍ、高 2ｍ

坪江 2号墳出土土器類 



 

の方墳の中川 64号墳が存在し、埴輪片も採集されています。 

 

＜展示品＞ 

・中川６５号墳 （福井県立歴史博物館所蔵） 

円筒
えんとう

埴輪
は に わ

     1（展番 4） 

 

＊平成２７年２月１５日（日）までの期間限定展示 

 

 

    

 

 

【神奈備山古墳】 

 横山古墳群の坪江支群内の、あわら市瓜生地係にあり、後円部の一部は坂井市丸岡町坪江にもま

たがっています。前方後円墳と確認された後、昭和 30年に最初の調査が実施されていますが、そ

の調査の内容は、墳丘の測量と石室の発掘、石室崩壊部分の復元でした。その後、重要遺跡緊急確

認調査として福井県教育委員会によっても発掘調査が行われました。 

標高約 42ｍの丘陵頂部に立地する前方後円墳で、前方部を北に向けています。墳丘規模は、全

長 58ｍ、後円部径 35ｍ、同高 7.3ｍ、前方部長 30ｍ、同幅 25.15ｍ、同高 6.3ｍを測りますが、

後円部頂と前方部頂との差はほとんどありません。墳丘は 2段築成で、円
えん

礫
れき

の葺
ふき

石
いし

をもつものの埴

輪は確認されていません。墳丘裾は、テラスがめぐり明瞭に確認できます。前方部の東側には陪
ばい

塚
ちょう

と考えられる方墳の坪江 5号墳が存在します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(福井県立歴史博物館画像提供) 



 

内部構造は、切石積
きりいしづみ

の横穴式石室で、奥壁際に石屋形があったと考えられています。また、副葬

品として、鍍金
と き ん

銀被
ぎ ん ひ

耳環
じ か ん

1（展番 32）やガラス小玉（展番 31）などの装飾品、金
こん

銅製
どうせい

の鞍
くら

磯
いそ

金具
か な ぐ

（展

番 33）などの馬具、挂
けい

甲
こう

小札
こ ざ ね

などの武具、銅
どう

芯
しん

金被
き ん ひ

責
せめ

金具
か な ぐ

（展番 30）や捩り環頭
かんとう

及び鉄
てつ

鏃
ぞく

などの

武器類と多数の須恵器片（展番 15～29）を検出しています。 

同じ横山古墳群内にある 6 世紀前葉の椀貸山古墳に続いて 6 世紀中葉頃に築造された、越前最

後の大首長墓と考えられています。 

 

＜展示品＞ 

・神奈備山古墳  （福井県教育委員会所蔵） 

装身具類   2（玉類 1（展番 31）、 

耳環
じ か ん

1（展番 32）） 

馬具片     1（鞍
くら

磯
いそ

金具
か な ぐ

1（展番 33）） 

武器片    2（銅
どう

芯
しん

金被
き ん ひ

責
せめ

金具
か な ぐ

2（展番 30）） 

須恵器
す え き

      15（長頸
ちょうけい

壺
つぼ

1（展番 15）、脚付
きゃくつき

長頸
ちょうけい

壺
つぼ

1（展番 17）、有
ゆう

蓋
がい

短
たん

頸
けい

壺
つぼ

2（展番 25、 

26）、子持
こ も ち

𤭯
はそう

1（展番 16）、𤭯
はそう

1（展番 22）、有
ゆう

蓋
がい

高
たか

坏
つき

2（展番 18、19）、 

器
き

台
だい

2（展番 20、21）、提
てい

瓶
へい

2（展番 23,24）、高坏
たかつき

蓋
ふた

2（展番 27、28）、大甕
おおがめ

1 

（展番 29）） 

会  期：１月１４日（水）～３月２２日（日） 

開館時間：９：３０～１８：００（最終入館は１７：３０まで） 

休館日：毎週月曜日、第四木曜日（その日が祝日の場合はその翌日） 

お問合せ：電話：０７７６－７３－５１５８ 

     e-mail maibun@city.awara.lg.jp 

左半：神奈備山古墳出土装身具・馬具等 

右半：坪江 2号墳出土馬具類 

神奈備山古墳出土須恵器 

左：大甕、中：長頸壺、右：器台 

神奈備山古墳出土須恵器類 


